
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    令和４ 年度 大富小学校の学校経営 

                              校長 須 藤  真 

 

 令和４年度の大富小学校がスタートしました。児童数 220 名、9 学級、職員数 24 名の「チ

ーム大富小」です。今年度もどうぞよろしくお願いします。 

私は、この度の人事異動で、東根市立東郷小学校より参りました校長の須藤真です。大富小

への勤務は初めてでありますが、実は、私の父が、昭和から平成に代わるころにお世話になっ

ておりました。親子２代でお世話になります。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 学校教育目標は、「自己肯定感を高め、正しい判断力と感性で、主体的に行動できる子ども

の育成」です。学校、家庭、地域が共有し、連携・協働しながら、新しい時代に求められる資

質・能力を子どもたちに育んでいきたいと考えます。また、これまでの大富の地域に根差した、

大富ならではの豊かな体験活動を推進していきます。経営の重点として３つのスローガンを掲

げ、「認められる」体験をキーワードとして、人・もの・事とのかかわりや振り返りを大切に

して、教育目標の具現化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《３つのスローガン》 

①学び合える学級風土へ（学級力の話し合い） 

 ※学力の基盤となる学級力を高め、主体的に学びに向かえる仲間づくりへ 

②「かかわり」から「つながり」へ（縦割り班活動） 

 ※社会性の基盤となる人とかかわることが好きから心と心がつながる深い関係へ 

③読書習慣の確立へ（大富賞１３２冊読破） 

 ※基本的生活習慣の確立のために、読書の習慣を位置付けていく 

 

◆自己肯定感（よいところがある、自分にはできる、他者の役に立ちたい・・・等自分に自信を持つこと） 

車に例えると⇒動力を生むエンジン＋ガソリン 

ガソリンは、保護者の愛情、励まし、基本的生活習慣、傾聴する姿勢・・・ 

◆正しい判断力と感性（優しさ、思いやり、勇気、向上心、正直、感謝・・・等につながる） 

車に例えると⇒方向を定め、進退を制御するハンドル、アクセル、ブレーキ 

◆主体的に行動（努力、忍耐力、着実さ・・・等につながる） 

車に例えると⇒実際に路面をつかんで走るタイヤ 

 

 

№１ 

令和 4年度 

４月２1日 

 

 ９ 月 校内研究全体会   

１０ 火 １年生通常日課開始 

１１ 水 学校評価委員会 

１２ 木 歯科検診 

１３ 金 職員会議（４校時限）  

１４ 土 ＰＴＡ作業 

１５ 日  

１６ 月 月例テスト週間 学校集金振替日 

１７ 火  

１８ 水 市小学校陸上記録会 

１９ 木  

２０ 金 市けやき交流会 委員会活動 

２１ 土 e-ライブラリの日 

２２ 日 e-ライブラリの日 

２３ 月 午前授業 市学力向上対策研修会 

２４ 火  

２５ 水 眼科検診 

２６ 木 午前授業 二者面談① 

２７ 金 午前授業 二者面談② 

２８ 土  

３９ 日  

３０ 月 午前授業 二者面談③ 

３１ 火 午前授業 二者面談④ 

6/１ 水 午前授業 二者面談⑤ 学校安全の日 

 ２ 木 立哨指導 安全教室 学校集金振替日 

 ３ 金 立哨指導 中１生担当者会 

  ４ 土  

 ５ 日  

 ６ 月 スポーツテスト週間 心電図検査 

 ７ 火 プール清掃  

 ８ 水  

 ９ 木 全校スマイルタイム 

１０ 金 耳鼻科検診 

１１ 土  

１２ 日  

 ４月８日（金）に、保護者の皆様と大富小職

員で、令和４年度の入学式を行うことができま

した。 

 担任の先生から一人一人名前を呼ばれ、元気

に返事をして立ちました。あいさつやお話を聞

く姿勢はとても立派でした。新入児童一人一人

が、小学生になる喜びや入学式に臨む気持ちの

高まりが表れていました。 

 参列できなかった在校生からは、２年生が代

表としてお祝いのビデオメッセージが贈られま

した。 

 式辞では、これからの学校生活にのびのびと

元気に取り組むために「おおとみ」の文字に合

わせ「おはようございます」「おおきな声で返

事」「ともだちと仲良く」「みんなでがんばる」

を伝えました。 

 保護者の皆様と手を携えて子ども達の心身の

健やかな成長のために取り組んでいきます。 

大富小 
学校だより 

人・もの・事との 

かかわり 
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キーワード 

「認められる」 

体験 


